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除し，残りの 10項目で再度因子分析にかけた。その結果，固有値 1.0 以上の３因子が得ら
れ（分散の累積説明率 52.8％），第Ⅰ因子を判断抑制，第Ⅱ因子を自己非開示，第Ⅲ











































１．自分の気持ちや考えていることを，他人に悟られたくない。 −.087 .240 .745
２．謎めいたイメージで見られたい。 .047 .003 .717
３．自分を固定した印象で見られたくない。 .000 −.306 .543
４．悩み事があれば，友人に相談したくなる
＊
。 .007 .766 .024
５．自分だけの秘密は，あまり持ちたくない
＊
。 .014 .667 .395
６．自分らしさを周りの人に明確に伝えたい
＊
。 .166 .680 −.316
７．就職，結婚など，自分の将来設計をはっきり立てている
＊
。 .662 .194 −.064
８．将来のことは，その場その場で考えればいいと思う。 .655 .040 −.043
９．計画立てて物事を進めることが嫌いだ。 .738 .026 −.083
10．何事につけ決断を先延ばしにしてしまう。 .691 −.017 .169
＊４，５，６，７は逆転項目．得点を逆転させた上で分析にかけた。
表３．各色の VAS平均値（調査１）
黒 白 青 赤 橙 紫 緑 ピンク 茶 黄 灰 黄緑
全体 78.5 77.4 69.6 64.5 58.2 57.4 56.9 56.5 54.9 54.8 52.3 49.9
男性 77.4 74.8 72.4 65.1 53.4 51.0 58.8 46.4 53.4 53.3 52.3 49.0
女性 79.5 79.8 67.1 64.1 62.5 63.1 55.1 65.4 56.1 56.2 52.3 50.8
表４．無彩色の VAS 値と自己イメージ得点との相関
（調査１）








































































質問項目 5∼ 8，2∼ 4，9∼ 12 の平均評定値を算出し，それぞれ非開示得点，神秘性得点，
抑制得点とした。信頼性係数（a）は，順に，.670，.637，.532 であった。
⑵ 色嗜好の全体的傾向：VAS評定平均値の上位２色は，白と黒であった。灰は第 12 位
であった（表８）。順位と数値に若干の差異が見られるが，調査１と同様の傾向が確認され
た。




























２．謎めいたイメージで見られたい。 −.180 .727 .116
３．自分を固定した印象で見られたくない。 .055 .660 −.129
４．多くの意外な一面を持っているように思われたい。 .135 .839 −.031
５．悩み事があれば，友人に相談したい
＊
。 .779 −.121 .038
６．自分だけの秘密は，あまり持ちたくない
＊
。 .610 −.214 −.024
７．自分らしさを周りの人に明確に伝えたい
＊
。 .651 .397 −.127
８．初対面の人に対してでも，積極的に自分のことを話したい
＊
。 .736 .209 .003
９．就職，結婚など，自分の将来設計をはっきり立てている
＊
。 .307 .133 −.652
10．将来のことは，その場その場で考えればいいと思う。 .056 .061 .698
11．計画立てて物事を進めることが嫌いだ。 .173 −.119 .644
12．何事につけ決断を先延ばしにしてしまう。 −.074 .047 .563
＊５，６，７，８，９は逆転項目。得点を逆転させた上で分析にかけた。
表８．各色の VAS平均値（調査２）
白 黒 青 赤 ピンク 橙 緑 黄 茶 紫 黄緑 灰
全体 79.0 78.6 68.7 64.9 62.5 61.1 59.6 59.0 55.4 53.2 51.1 49.2
男性 75.5 76.5 74.8 62.4 49.4 57.7 63.9 54.8 51.9 51.3 54.0 50.7


























































非開示 −.007 .080 .183
＊＊
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